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〔はじめに〕
　近時，日本の剣道の普及発展は著しく，一般成人はもとより，学生生徒，女
子幼少年に至るまで，戦前を陵駕する盛況ぶりである。その反面，我が国古来
からの伝統的スポーツとしての剣道を正しく伝承するために，現代剣道は如何
にあるべきか。種々と論議がかわされてきた。そして，この度，剣道の理念が
「剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である」と定義づけられたb
　この理念によっても，現代剣道のねらいは終局的には真理の究明であり，人
格の完成であって，小手先の技術だけではその存在価値は極めて低いと考えら
れる。
　更に，新たに剣道試合規則及び審判規則も改正されるという機にあたり，年
間の試合数も著しく増加しつつある現在の競技化された剣道の実態は果してそ
の理に適っているかどうか。また我々が実際に技を研究指導する際にも剣道が
如何なる運動性を含んでいるかが重要課題となる。
　従来，基本的に剣道の運動性としては大きく分けると，並進・回転・軸転の
3つの運動で構成されているといわれているが，その内容については，まだ余
り研究がなされていない。
　そこで，今回はセットされたものではなく，無意識の内に出てくる実際の剣
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道試合上において，現在の競技化された剣道が如何なる運動性によって構成さ
れているか。まず，その実態を把握するためにいくつかの運動性に分類し，更
にそあ決まり技にっいてはどうかを次のような方法で分析したところ，一応の
結果を得た。
　　　　　　　　　　　　　〔調　査　方　法〕
1）運動性については
　　①前進運動。②後退運動。③軸転運動。④前進→後退運動。⑤軸転→前進
　　運動。⑥軸転→後退運動。⑦前進→軸転運動。⑧後退→軸転運動。⑨回転
　　→前進運動。⑩回転→後退運動。
　以上，10通りの運動に分類してみた。
1［1）調査対象
　　表工の通りである。
　表工〔調査対象〕
醐性別 大 会 ? 1試合数人数 段別人数
???
???
??
??
??
??
総
二「ﾊ
第26回全日本学生個人選手権大会
第25回全日本学生東西対抗大会
第12回全日本学生個人選手権大会
第25回全国高校剣道大会
昭和53年度全国玉竜旗剣道大会
第25回全国高校剣道大会
135
45
62
131
239
94
707
196
64
1，635
144
2，039
4段………74
3殺・・・・・・…　124
2毅。・・・・・・・・…　4
4段…………1
3毅・。・・・・…　43
3段…・－18
初段…………2
3最・・・・・・…　22
2段……1，089
初段………512
無段………12
3段…………2
2段………104
初段………33
與翠i段■■・・…　一…　5
4房と・一・・一・・75
3段………191
2段……1，2！5
初段………547
典嚢毅・・冒・・・…　　17
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皿）調査方法及び整理
　a）勝負が決定した時の運動性の分類
　b）勝負が決定した時の技の分類
　c）勝負が決定した時の打突部位
　以上についての調査用紙を作成し，各大会における試合時の動作のタイムス
タディを正確に記録し，それを男子・女子別，更に大学生男子・高校生男子・
大学生女子・高校生女子別に各項目ごと集計分類して，その比率を棒グラフに
表わして比較検討を加えた。
〔結果及び考察〕
　まず，調査集計結果の運動性にっいて各項目ごと表及び図を参照にしながら
順を追って考察をしてみると。
一男子と女子の比較一（表皿及び図1参照）
　表皿　対象別の運動性の分類
運動性の
分類
対象及び
　　比　率
①　前　進　運　動
②　後　退　運　動
③　軸　転　運　動
④前進→後退運動
⑤軸転→前進運動
⑥軸転→後退運動
⑦前進→軸転運動
⑧　後退→軸転運動
⑨回転→前進運動
⑩回転→後退運動
ポ　イ　ン　ト数
試　　合　　数
く男 子〉
大判高矧計 ????????
??
1
304
180
??????? ?
718
370
??
?????
?
???
1，022
550
52．64
9．78
3．82
3．62
2．74
1．96
18．01
0．78
2．64
4．01
100．00
〈女 子〉
大学生高校生　計 ％????? ?? ? ?
1
96
63
?? ? ???
1
173
94
??
??
?
1
269
157
50．18
15．24
6．32
1．49
0．74
1．49
10．04
　　0
5．58
8．92
100．00
3
図1〔運動性…男子と女子の比較〕
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　図1を参照にしながら，男子と女子の運動性についての比較をみてみると，
男女共，前進運動が男子52・64％，女子50．18％と約半数を占めており，現在の
競技化された学生剣道においては，この前進運動が主体となって運動が構成さ
れているといえる。
　次に，男子においては，前進して軸転する運動が18．01％と多い比率を占め
ているが，女子たおいては後退運動が1524％となっており，また，軸転運
動・回転して後退或いは回転して前進するという運動が男子に比べて多いとい
う傾向を示した。
　更に，詳細に大学生・高校生別に男子と女子を比較してみると。
一大学生男子と女子の比較一（表皿及び図2参照）
　大学生においては，男子・女子共に前進運動が多いという傾向は変りはない
が，男子の前進運動が54．26％と多くなるが，逆に女子は43，　75％・と少くなる。
　これに対して，後退運動において男子は10・86％であるのに比べて女子は
20．83％と多くなる特徴がみられた。
　また，男子は次に前進して軸転する運動が15．13％と多いのに対して，女子
は回転して後退する運動（10・42％）或いは回転して前進する運動（8．33％）
と軸転する運動（9．38％）が男子が低率であるのに多いという傾向を示した。
　このような傾向は，基本的な男女の体格と体力の差の相違からこのような結
果があらわれたと思われる。
　次に，高校生の男子と女子の比較をみると。
一高校生の男子と女子の比較一（表IV及び図3参照）
　高校生においては，前進運動では男子5L　95％，女子53・76％と殆んど同程度
であるが，前進して軸転する運動においては男子が19・　22％と多い傾向を示し
ているのに対して，女子は後退運動（12・15％）と回転して後退する運動IS・09
°／・）が男子に比べて多い傾向を示した。
　これらの傾向は高校生男子の場合，剣道の理合からいったら戒めなければな
らないフェイント動作を多くつかって打突している結果と思われる。
　しかしながら全般的に大学生に比べて高校生においては男子と女子の差が少
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表皿
　　　対象及び比率　　　　　　　　　　　大　　学　　生　　男　　子
勘肋纐　　全試合土騨副準決勝・決副％
165 1
①前　進運　動 面　小　胴　突 164 面 54．27
121　37　　4　3 1
33
②　後　退　運　動 面　小　胴 33 0 10・8β
28　4　　1
8 1
③　軸　転　運　動 面　小　胴 7 ．小 2．63
2　　5　　1 1
一
6 ，　　㌔
④　前進→後退運動 面　小　胴 6 0 1．97
2　　4　　0
22
⑤　軸転→前進運動 面　小　胴 22 0 7．24
9　　13　　0
10 2
⑥　軸転→後退運動 面　小　胴 8 面小 3．29
8　　1　　1 1　1
46 2
⑦　前進→軸転運動 面　小　胴 44 面　小 15．13
18　20　　8 1　　1
⑧　後退→軸転運動 　　1ﾊ　小　胴 1 0 0．33
1　　0　　0
4
⑨　回転→前進運動 面　小　胴 4 0 L32
3　　1　　0
9
⑩　回転→後退運動 面　小　胴 9 0 2．96
5　　2　　2
304 6
ポ　イ　ン　ト　数 面　小　胴　突 298 面小　胴 100
197　87　17　3 3　3　0
試　　合　　　数 180 177 3
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表皿
　　　　　対象及び比率
^動性の分類　　一
①　前　進　運　動
②　後　退　運　動
③　軸　転　運　動
④　前進→後退運動
⑤　軸転→前進運動
⑥　軸転→後退運動
⑦　前進→軸転運動
⑧　後退→軸転運動
⑨　回転→前進運動
⑩　回転→後退運動
ポ　イ　ン　ト　数
試　　　合　　　数
大
?
生 女 子
???????????????????????????
?????????
　試　　合
　42
小　胴突
11　2　3
　20
小　胴
3　　1
　9
小　胴
7　　0
　1
小　胴
1　　0
　1
小　胴
0　　0
　1
小　胴
0　　1
　4
小　胴
2　　2
　0
　8
小　胴
3　　4
　10
小　胴
6　　1
　96
小　胴突
33　11　3
　63
堰聲決勝準決勝酬
40???????????????????
?????????????????????
2??
?
???
??
0
0
0
0
1
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0
1
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0
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3
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4
2
83
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ロ
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図2　〔大学生…男子と女子の比較〕
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なく似かよった傾向を示しているが，これは女子においては大学生に比べてま
だ体ができ上っておらず，男子と同じ様な運動性で競技ができるということと，
高校女子剣道の急速な技術の上達が男子に似かよった傾向となってあらわれた
と思われる。
　次に，男子のみを対象にして，大学生と高校生を比較してみると。
一男子の大学生と高校生の比較一（図4参照）
　どの運動においても，大学生と高校生では男子の場合，全般的には余り大き
な差はみられないが，前進運動及び後退運動や軸転して前進或いは後退する運
動が高校生に比べて大学生の方が僅かに多いという傾向を示している。
　これに対‘して，前進して後退する運動或いは前進して軸転する運動，‘更に，
回転して前進或は後退する運動においては高校生の方が逆に多いという傾向を
示している。一これらの傾向は大学生に比べて高校生においては，不合理且つ無
駄な大きな動きと剣道の理合からいったら戒めなければならないフェイント動
作を多く用いて打突している結果と思われる。
　次に，女子のみを対象にして，大学生と高校生を比較してみると。
一女子の大学生と高校生の比較一（図5参照）
　女子においては，前進運動では大学生が43．75％であるのに対し，高校生は
53．76“／oと多い傾向を示している。
　しかしながら，後退運動では逆に，大学生が20．83％と特に多い傾向を示し
た。
　更に，軸転運動，回転して前進する運動或いは回転して後退する運動におい
ても高校生に比べて大学生の方が多いという傾向を示している。
　これに対して，高校生においては前進し一て軸転する運動が13．29°／・と大学生
に比べて特に多いという傾向がみられる。
　このように女子の場合は，高校生の方が大学生に比べて前進運動と前進して
軸転する運動が多いという傾向がみられるのは，女子の大学生と高校生の身体
的な相違と思われる。
　次に，勝負が決った時の技を大きく4通りに分けて，男子と女子を比較して
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表IV
①前進運動
②後退運動
③軸転運動
④前進→後退運動
⑤軸転→前進運動
⑥　軸転→後退運動
⑦前進→軸転運動
⑧　後退→軸転運動
⑨回転→前進運動
⑩回転→後退運動
ポ　イ　ン　ト数
試　　合　　数
高　　校　　生　　男　　子
全試釧麟副準決勝・酬％
　　373
面　小　胴突
269　　66　　　37　　1
　　67面　小　胴
34　12　21
　　31面　小　胴
0　15　16
　　31面　小　胴
8　23　0
　　6面　小　胴
6　0　0
　　10面　小　胴
6　2　2
　　138
面　小　胴
5　92　41
??7、」???
　　23
面　小　胴
7　10　6
　　32面　小　胴
14　6　12
　　718面　小　胴突
346　　230　　138　　1
370
349
60
31
26
6
8
120
7
19
24
652
333
　　24
面小胴突212　0　1
????????
0
????????
0
　　2
面小胴．1　0　1
　18面小胴0　13　5
0
??????
　6面小胴2　1　3
　　66
面小胴突3023121
37
51。95
9．33
4．　32
4．32
0．84
1．39
19．　32
O．　97
3．　20
4．46
100
10一
表IV
①前進運動
②後退運動
③軸転運動
④前進→後退運動
⑤軸転→前進運動
⑥軸転→後退運動
⑦前進→軸転運動
⑧後退→軸転運動
⑨回転→前進運動
⑩回転→後退運動
ポ　イ　ン　ト　数
試　　合　　数
高　　校　　生　　女　　子
全試合麟決勝準決勝酬・
　　93
面　小　胴
72　　19　　2
　　21
面　小　胴
12　　7　　2
　　8面　小　胴
1　　6　　1
　　3面　小　胴
1　　2　　0
　　1
面　小　 胴
0　　1　　0
　　3
面　小　 胴
2　　1　　0
　　23
面　小　胴
1　　16　　6
0
　　7面　小　胴
1　　4　　2
　　14
面　小　胴
3　　7　　4
　　173
面　小　胴
93　63　　17
94
87
19
7
3
1
2
18
0
4
12
153
82
????????
??
?、???????
???????????
0
0
??11
?????????
0
?ー???
3
、?2
???20???
12
53．76
12．15
4．62
1．73
0．58
1。73
13．　29
0
4．05
8．09
100
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図3　〔高校生…男子と女子の比較〕
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図4　〔男子…大学生と高校生の比較〕
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図5’〔女子…大学生と高校生の比較〕
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図6　〔決まり技…男子と女子の比較〕
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みると。
一決まり技の男子と女子の比較一（図6参照）．
　仕掛け技が男子50，39％，女子53．16％とともに約半数を占めている。
　っついて，応じ技で男子27．20％，女子30．86％となり，仕掛け技，応じ技と
もに女子が僅かに男子を上廻っている。
　だが，出鼻技では，男子17．42％に対して，女子が13・01“／・となり男子が多い
傾向を示した。
　更に，その他の技の順となっている。全般的に余り大きな差はみられない
が，仕掛け技，応じ技は女子がわずかに多く，出鼻技で男子が女子に比べて多
い傾向がみられるのは，女子の場合は技量の差が大きく仕掛けたら決まるとい
う結果と相手の技を応じ，かわして打っという結果があらわれたと思われる。
これに対して，男子の方は相手の出る機会をねらって勝負をするという結果だ
と思われる。更に男子の方が瞬発【生が強く，逆に女子の方が瞬発性が弱いとい
う男子と女子の瞬発性の相違によってこういった結果がでたのであろう。
　次に，決まり技を大学生と高校生の男子・女子別に詳細に分けて比較してみ
ると。
一決まり技における大学生と高校生の男女別の比較一（図7参照）
　仕掛け技は，大学生・高校生ともに多いが，高校生においては男子・女子と
もに半数をややこし，大学生よりも多く，特に女子においては大学生・高校生
ともに男子に比べて僅かに多いという傾向を示した。
　また，出鼻技では大学生男子が20％と高率であるが，大学生女子においては
逆に729％と著しく低率であり，高校生男子は16．02％，高校生女子は16．12％
と殆んど同率であった。
　応じ技においては，大学生女子が特に多く，仕掛け技とほぼ同程度の44．79
という高率を示し，逆に大学生男子は少なく，高校生においては男子・女子と
もに多いが男子の方が僅かに上廻る傾向を示した。
　また，出鼻技で大学生男子が20・72％と最も多い傾向を示したのは相手の出
る機会を的確にとらえ，しかも，瞬発力が強いためと思われる。
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図7　〔決まり技…大学生・高校生男女の比較〕
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図8　〔決まり技別…打突部位の男女の比較〕
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　更に，応じ技において，特に大学生女子に多い傾向が顕著にみられたが，こ
れは大学生女子は瞬発力も弱く，また運動の力も弱くなるので，仕掛け技・出
鼻技よりも運動範囲の小さい応じ技を多く使うようになる結果からだと思われ
る。
　更に，各決まり技別にその打突部位について男子と女子を比較してみると。
一各決まり技別の打突部位の比較一（図8参照）
　仕掛け技においては，面が男子58．99％，女子58．74％と男女共に圧倒的に多
く，つづいて小手で男子30．95％，女子32．17“／oとなり，胴は男子10．06％，女
子6．99％と著しく低率を示した。
　しかし，出鼻技においては小手が面よりも多い傾向となり，男子57．30％に
対して女子が60．00％と男子に比べて女子の方が僅かに多く，つづく面では男
子42．70％，女子40．00％であった。
　応じ技においては，仕掛け技と同様に面が男子5L　08％，女子45。78％と最も
多かった。しかし，小手では男子が15．11％に対して女子が33．73％と多く，逆
に胴では男子33．810／．に女子20．48％と男子の方が多いという傾向を示した。
　また，その他の技においては，男子は面が最も多くつづいて小手・胴・突の
順でどの打突部位にもわたっていたが，女子は面が大半を占めていた。
　これは，鍔ぜり合いからの退き面が大部分を占めていた結果である。
　つづいて，男子と女子別に各々の決まり技の種類とその打突部位について分
類し，検討を加えてみると。
一男女別，各決まり技の種類とその打突部位の分類一（表V参照）
　仕掛け技においては，男子は飛込技が33．85％で最も多く，つづいて一歩攻
め込んでの技22．63％，連続二段技16・05％，変化技15．47％となっている。更
にその打突部位については飛込技，一歩攻め込んでの技ともに面が圧倒的に多
く，っついて小手となり胴は少ない。また，連続二段技でも面が圧倒的である
が，小手が全くみられず，代って胴が多くなる傾向となっている。
　しかし，変化技においては小手が圧倒的多数を占めていた。
　これに対して，女子においては飛込技が58．74％と圧倒的に多く，男子より
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表V〔男女別，各決まり技の種類と
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その打突部位の分類〕
分
女 子
技　の　種　類 打 突 部　　位
計
? ?
類 面 小手 胴　　突
1歩攻め込んでの技 6 5 0　　3 14 9．79
飛　　　込　　　技 46 28 10　　0 84 58．74
仕 追　　　込　　　技 19 0 0　　0 19 13．29
払　　　い　　　技 1 1 0　　　0 2 1．40
掛 す　り　上　げ　技 0 0 0　　　0 0 0
打　ち　落　し　技 0 0 0　　　0 0 0 53．16? 巻　　　き　　技 0 0 0　　　0 0 0
担　　　き　　技 1 1 0　　　0 2 1．40
技 連　続　2　段　技 11 2 0　　0 13 9．09
〃　3　段　技 0 0 0　　0 0 0
変　　　化　　　技 0 9 0　　　0 9 6．29
小　　　　計 84 46 10　　3 143 100
1
?
58．7432．176．99　2．10 100
? 出　　　鼻　　　技 14 21 0　　　0 35 100
鼻 小　　　　計 14 21 0　　　0 35 100 13．01
技 ? 40．0060．00 0　　　0 100
払　　　い　　　技 1 0 1　　　0 2 2．41
応 す　り　上　げ　技ﾅ　ち　落　し　技
? ? 1　　0
O　　　0
?
4．82
O
応　じ　返　し　技 1 0 1　　　0 2 2．41? 受　　止　　め　　技
氈@　　え　　　技
? 9 1　　　0
O　　　0
?
2．41
Q．41 30．86
開　　　き　　　技 6 11 0　　　0 17 20．48
技 余　　　し　　　技ｲ　　　き　　　技
?? ?
0　　　0
P3　　0
、1 10．84
R3．73
退　　　き　　　技 10 7 0　　0 17 20．48
小　　　　計 38 28 17　　0 83 100
?
45．7833．7320．48　　0 100
? 鍔　　ぜ　　り　技 6 1 1　　　0 8 100
の 体　　当　　り　技ﾐ　　　手　　　技
8 ? 0　　　0
O　　　0
8 ? 2．97
他 上　　　段　　　技 0 0 0　　　0 0 0
小　　　　計 6 1 1　　0 8 100
?
75．0012．5012．50　　0 100
合　　　計 142 96 28　　3 269 100
?
52．7935．6910．41　1．12 100
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も高い比率を占め，っついて追込技13，29％となっているが，男子に比べて一
歩攻め込んでの技9．79％，連続二段技9．　09％，変化技6．29％と少なくなって
いる。
　また，すり上げ技，打ち落し技，巻き技などが全くみられなかった。
　更に，その打突部位についてみると，飛込技では面が多く，つづいて胴・小
手の順となるが，追込技では殆んで面であり，変化技では小手となっている。
また，胴では飛込技にしかみられず，全体で6．99％と著しく低率であった。
　次に，出鼻技についてみると，男子17．42％に対して女子は13．　01％で男子の
方が多く，またその打突部位では，男女ともに面よりも小手が上廻っていた。
　更に，応じ技においては，全般では男子27．20％に対して女子が30．86％と男
子に比べて女子の方が多い傾向を示した。また，その技の種類をみると男子は
抜き技が23・74％と最も多く，っついてすり上げ技17．63％，退き技16．91％，
応じ返し技10．07％の順となり，その打突部位はすり上げ技・退き技では面が
多数を占め，つづいて小手・胴となっているのに反して，抜き技・応じ返し技
では，逆に，胴が大半を占め，小手については殆んどみられなかった。
　これに対して女子においては，抜き技が33．73％と男子よりも多く，っつい
て退き技と開き技が20．48％，余し技10．84％の順となり，男子に多くみられた
すり上げ技・応じ返し技はほんの僅かしかみられなかった。
　また，その打突部位についてみると，抜き技では胴が最も多いのは男子と変
らないがそれほど極端でなく面より僅かに多い程度で，小手も男子より多くな
っていた。
　しかし，退き技では胴が全くみられず，面と小手に集中しており，更に，男
子では低率であった。開き技・余し技において，開き技では小手が多く，余し
技では面が多いという特徴がみられた。
　更に，その他の技においては，男子4・7go／・に対して，女子は2．97％と女子の
方が少なく，男子では鍔ぜり技が46・94％と最も多く，っついて上段技・体当
り技・片手技と全般にわたっており，その打突部位も，面・小手・胴・突すべ
てにわたっているが，女子は鍔ぜり技しかみられず，しかもその打突部位も面
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が殆んどを占めていた。
　全般的にみると，仕掛け技で男子が殆んどの技をつかい，しかもその打突部
位も面・小手・胴にわたってポイントをあげているのに対して，女子は殆んど
が飛込技・追込技で勝負が決し，その打突部位においても面・小手が大半を占
め，横技である胴では飛込技でしかみられないのは，男子に比べてまだ技を多
く知らないという力量の差と身体的に一一一番遠くにあり，また下方に位置する胴
技は女子の場合，体得しにくいということも考えられる。
　更に，応じ技において男子に多くみられたすり上げ技・応じ返し技が女子の
場合は少く，代って抜き技・開き技・余し技が多いという傾向が顕著にみられ
たのは，直接相手の竹刀或は体に触れずに，相手をかわしたり，余したりして
打突するいわゆる回転・軸転・後退運動しながらの技が女子の身体的な体格・
体力に適しているとも考えられる。
　また，これらの傾向はその他の技で体当り技・片手技が全くみられず，すべ
てが鍔ぜりからの退き面で占められていたことからもうかがうことができる。
　更に，詳しく，男子と女子とを大学生・高校生別に分けて各々の決まり技の
種類とその打突部位について分類し，検討を加えてみると。
一男女別，大学生・高校の各決まり技の種類とその打突部位の分類一（表VI，
　表皿参照）
　まず，男子にっいてみると，仕掛け技において大学生は一歩攻め込んでの技
が36・36％と最も多く，つづいて飛び込み技20．45％，連続二段技18・94％，追
込技11．36％の順となっているが，高校生では飛込技が38・44％で最も多く，つ
づいて変化技20．OOo／．，一歩攻め込んでの技17．92％，連続二段技15．06％順と
なって，飛込技と変化技で半数以上を占めている。
　これらの傾向は，大学生の場合，相手に対する攻めということを十分に考慮
した上で技を仕掛けているのに対して，高校生の場合は相手に対する攻めとい
うことよりも，スピードとタイミングに頼って技を仕掛けている結果があらわ
れたと思われる。
　また，その打突部位についてみると，大学生が面が大半を占め，胴が著しく
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表VI〔男女別，大学生の各決まり技の
大学生男子
??
計打突部位面小手胴突
技の種類
???
43．42
36．36
20．45
11．36
4．　55
0，76
1，52
0，76
0．76
18，94
2．27
2．27
48
Q7
P5????
??
　　35
　　15
　　12
　　　3
　　　1
　　　2
　　　1
→1
尖留24
→1
13
9
3
2
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
1
0
0
0
0
小面2
　　　0
　　　0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
???????????
の?? ??ん??め???? 、?
100．0013299 28　　　5　　0小 計
1OO．eo75．00　　21．213．79　　0％
????
20．72
100．006327 36　　　0　　0
100．006327 36　　　0　　　0
白昇 技
小 計
?
100．0042．86　　57．140　　　0
?
???
26．32
5．00
25．00
8．75
5．00
1．25
3．75
8．75
15．00
16．25
11．25
?????????????????????????? ?????? ? ?? ????ー???????????????????
1OO．008057 14　　　9　　0
?
小
100．0071．25　　17．50　　11．250?
?????
9．54
37，94
10．34
10．34
41．38
????????9
1
0
4
1
0
0
8
1
2
0
0
0
0
3
0
????????????
100．002914 9 3　　3小 計
100．0048．28　　31．03　　10．34　　10．34?
??
304197 87　　17　　3計
?
loe．0064．80　　28．625．59　　0．99?
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表V肛〔男女別，高校生の各決まり技の
高校生男子
??
計
53．62
17．92
38．44
4．68
2．34
　0
0，52
0，26
0．52
15，06
0．26
20．00
169
148
18
　　9
　0
　2
　　1
　2
58??
打　　突　　部　　位
面　　小手　　胴　　突
　　51
　　85
　　　14
　　　7
　　　0
　　　2
　　　1
→1
源面42
→→ P
　　　2
15
38
2
2
0
0
0
1
0
0
74
　　　晶
　　　舞
　　　8
。8
舗116
→1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
技の種類
????
???????????
の?? ??ん??め?? ?? ???，?
100．00385206 132　　47　　0計小
100．0053．51　　34．29　　12．200
?
???????
16．02
100．0011549 66　　　0　　　0出鼻技 100。0011549 66　　　0　　　0計小
100．0042．61　　57．390　　　0
?
???
27．58
7．57
14．65
3．03
12．12
0．51
1．01
5．05
6．56
26．　77
22．73
??????????? ? ?11
20
6
6
0
1
7
8
3
23
3
5
0
0
0
0
1
2
2
15
1
4
0
18
1
1
2
3
48
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
???????????????ー???????????????
???????
100．0019885 28　　　85　　0計小
42．93　　14．14　　42．930
???????
2．　78
60．00
30．00
10．00
　0
??14
4
1
0
3
1
0
0
5
1
0
0
0
0
1
0
???????????????
100．00100．009 4 6　　1計小
45．00　　20。00　　30．00　　5．00
?
??
718349 230　　138　　1計合
100．0048．61　　32．03　　19．22　　0．14
?
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高校生女子
??
計
56．65
6．12
59．33
16．33
1．　02
　0
　0
　0
　0
16???
??????﹇??
??
打　　突　　部　　位
面小手胴突
3
35
16
0
0
0
0
0
　　8J、面
0
0
3
18
0
1
0
0
0
0
0
0
9
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
技の種類
????
???????????
の??ん?? ?め??? ?? ，? ??
100．009862 31　　　5　　　0小 計
100．0063．26　　31．635．10　　0
?
????
16．18
100．002811 17　　　0　　0
100．002811 17　　　0　　0出鼻技小 計
100．0039．29　　60．710　　　0
?
???
23．12
　0
7．50
　0
5。00
　0
　0
17．50
5．00
32．50
32．50
??????? ?? ?0
1
0
1
0
0
4
0
1
7
0
1
0
0
0
0
3
2
2
6
0
1
0
1
0
0
0
0
10
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
?????????????ー??????????????
??????
100．004014 14　　　12　　0小 計
100．0035．00　　35．00　　30．000
?
???????
4．05
100．00
　0
　0
　0
?（?6
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
????????????
100．0076 1 0　　0小 計
100．0085．71　　14．290　　0
?
???
17393 63　　　17　　0A口 計
100．0053．76　　36．429．83　　0
?
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少ないのに対して，高校生は面が大学生より減少し約半数で，つづいて小手・
胴となっているが，ともに大学生より多い比率を占めている。
　この傾向は，特に飛込技での小手・胴と変化技での小手・連続二段技での小
手から胴でポイントをあげる場合が多かったからで相手に対して思い切って技
を仕掛けている結果と考えられるが，逆に，相手の状態または相手との理合を
余り考えずに攻めたことが好結果に結びついたとも推察され，剣道における高
校生と大学生における敏捷性と発達段階の相違とも考えられる。
　出鼻技においては，大学生が20．72°／oで高校生は16．02％と大学生の方が多
く，その打突部位にっいてみると，ともに小手と胴で，僅かに小手が多く，胴
は全くみられなかった。しかし大学生が上廻っているということは，それだけ
相手の出る機会を的確にとらえて打突しているといえる。
　次に，応じ技において，大学生はすり上げ技が25．00％で最も多く，つづい
て抜き技16．25％，余し技15．00％，退き技11．25％の順となり，これに対して
高校生では抜き技が26．　77％v（最も多く，つづいて退き技22，73％，すり上げ技
14．65％，応じ返し技12．12％，の順となっており，大学生の場合は前進運動で
4）すり上げ技が全体のを占め，その他はすべての技にわたっている。だが高校
生の場合は後退運動，回転から後退運動或は前進から軸転運動での抜き技と退
き技で半数以上の比率を占めており，また，その打突部位についてみると，大
学生の場合は面が大半を占めているのに対して，高校生の場合は面と胴が42・93
e／。と同率で多く，小手が少ない傾向を示した。
　これらの傾向は，大学生の場合，全般的に相手の上から中心を攻めてその出
てくるところを前ですり上げるという技が多いのに対して高校生の場合は相手
の出てくるのをかわしたり，退きながら余したり，或いは抜いたりする動きを
っかった打突が多い結果があらわれたと思われる。更に，その他の技おいて
は，大学生が9．54“／oで，高校生は2・78％と大学生の方が多かった。大学生の場
合は上段技からの小手と面と鍔ぜりからの面技が多いのに対して，高校生の場
合は鍔ぜりからの胴・面・小手技と体当り技の面が大半を占めていた。
　一方の女子についてみると，仕掛け技において大学生女子は，飛込技が57．78
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％で最も多く，っついて一歩攻め込んでの技17．78％，連続二段技11．11％の順
となり，高校生女子は飛込技が59．18％と最も多く，つづいて追込技16．33％，
変化技9，18％の順となっている。
　男子と同様に，大学生女子の場合，高校生に比べて一歩攻め込んでの技や連
続二段技が多くなっているのは，大学生の方が相手に対する攻めを考えて技を
仕掛けている結果と思われる。これに対して，高校生女子の場合は飛込技・追
込技・変化技が多いのは，大学生と高校生の身体的な体格と体力の相違，即ち
大学生になると女子の場合，骨盤が大きくなり，脂肪がついてくるという結
果，敏捷性も低下し，素速い動作が出来にくくなってくるためとも考えられ
る。
　また，その打突部位についてみると，大学生女子が面・小手・胴突とすべて
の部位にわたっているのに対して，高校生女子は面が63．26％と大半を占めて
いるのは，大学生女子の方が攻めで身体的な相違を補い，的確に相手の隙をと
らえ，その部位を有効に打突している結果と思われる。
　また，出鼻技において，大学生女子が7．29％と著しく低率となっているのに
対して，高校生女子は16．18％と男子並みであるのも，女子の場合の身体的な
相違で大学生の場合，機会はとられていても打突できないと考えられる。
　しかしながら，応じ技についてみると，大学生女子が44．79％と著しく高率
を示しているのは，出鼻技で出来なかったものを応じ技で充分にカバーしてい
るためといえる。即ち，抜き技が34．88％，開き技23．26％，余し技16．28％と
で大半を占め，相手の動きを的確にとらえて，抜いたり，かわしたり，余した
りして有効に打突している結果と考えられ，その打突部位をみても，面・小
手・胴にわたっていることからもうかがえる。
　また，高校生女子の場合は，応じ技が23・12％と少ないのは殆んどが仕掛け
勝負が決してしまうという力量の差と敏捷な動作の結果と思われる。
　更に，その他の技においては，大学生女子が14．040／oと殆んどみられないの
に対して，高校生女子は4・　05％となっているのが鍔ぜりからの退き面がその大
半を占めていた。
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　全般的にみると，大学生男子は仕掛ける場合においても相手に対する攻めを
充分にし，その変化に応じて，技をつかい分け，しかも相手の出てくる機会も
的確にとらえ，また応じ返すという傾向が結果からもある程度うかがうことが
できる。
　しかし，高校生男子においては，仕掛け技にみられる変化技の小手が著しく
多いのでも判るように，相手との関連よりも，スピードとタイミングにとらわ
れた剣道の理合からいったら戒めなければならないフェイント動作による技か
らの打突が顕著にみられたのは，将来の正しい発展を考えた場合，憂慮され，
大いに反省しなければならないと考えられる。
　一方，女子においては，攻め，技とも年々進歩してきていることはうかがえ
るが，まだその打突も弱く，技においてもその傾向が限られたものとなってい
る。これらの傾向が身体的面から当然といえるのであったならば，基本的な男
女の体格，体力及びその運動性も考え，男子と別の試合規則を新たに作られる
べきであり，竹刀の長さ及び重さ，防具などについても考案しなければならな
い時期にきているのではないかと考える。
　以上の調査結果及び考察をまとめてみると。
〔総 括〕
（1）　剣道における運動性において，男子・女子ともに，前進運動が大きいパ
　　ーセンテージを示したのは，現在の剣道においては，古流の型にみられる
　　ように前進力にブレーキをかけるということなくして，前に出る運動の要
　　素が多いという競技性を多分に合んでいる結果であろう。
（皿）男子においては，前進して軸転する運動が多いのに対して，女子は後退
　　運動・軸転運動・回転運動が多い傾向を示したのは，基本的な男女の体格
　　と体力の差からこのような傾向があらわれたと思われる。
（皿）女子の場合，大学生に比べて高校生の方が前進運動・前進して軸転する
　　という運動が多かったのは大学生と高校の身体的な相違と思われる。
（IV）決まり技において，仕掛け技が多い傾向を示し，その中において変化技
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　　の小手が多く，特に高校生男子にその傾向が顕著にみられたのは剣道の理
　　理にはないフェイント動作のあらわれである。また，応じ技において余し
　　技，開き技，抜き技なども多くみられたのは試合を中心にしている結果
　　競技性からいえばそういった技術が発展してくるのであろう。
　　　更に，出鼻技で男子が女子に比べて多い傾向がみられたのは，男子と女
　　子の瞬発性の相違によってこういった結果があらわれたと思われる。
（V）勝負が決した時の技の打突部位については，結果的に面打で決まる場合
　　が多かったが，再度，基本技能の重要性を認識し直し，理合に適ったもっ
　　と多くの技を修練し，体得しなければならないと考えられる。
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